母に 対する 感情 は、 常に 私 を しみじみと 落 付かせて 

くれる。 

私 は 嘗て、 頹廃 的な 自暴自棄な 生活に 陥り かけた こ 

とが ある。 尋常な こと は 凡て 面白く なくなって、 何 か 

非常識な 突飛な ことば かりに 心惹 かれた。 明るい 輝か 

しい ものが 厭わしく、 暗い 悲惨な ものば かりが 好まし 

かった。 昼間 は ぼんやりと 下宿の 室に 籠って いて、 夜 

になる とのこの こ 出かけて ゆき、 都会の 暗い 穴 を 探し 

求める ような 気で、 酒 を 飲んだ リ 彷徨した りした。 最 

も 多く 狂人に 出逢った の も、 最も 多く 無駄な 金を使つ 

たの も、 最も 多く 健康 を 害した の も、 最も 多く ドン - 



に のびのびと 育って います、 だんだん 可愛く 大きく 

なって きます、 私と 妻と によく 似て います、 元気で い 

ま， tu 7 

父母よ 安らか なれ！ それが 私の 最後の 願いで ある。 
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